入札参加者の皆様へ
評価点事後審査方式試行工事の留意点について


[bookmark: _GoBack]北海道（各建設管理部）では、平成29年度より総合評価落札方式の「施工実績審査タイプ」の一部において、入札参加者の皆様から事前に技術評価項目申請書と自己採点申請書を提出いただき、開札後、自己採点申請書を基に落札候補者を選定し、落札候補者の技術資料のみを確認・審査して、落札者を決定する「評価点事後審査方式」を試行することとしております。

当該工事は、この「評価点事後審査方式」の試行工事となっておりますので、以下の点にご留意願います。

１．　入札参加希望者には、競争参加資格確認申請書に資格申請資料、技術評価項目申請書（関係書類含む）を提出していただきますが、「　自己採点申請書　」を必ず提出願います。

２．　技術評価項目申請書に添付する書類（様式、各種証明資料）（以下、「技術資料」という。）に、漏れがないか確認をお願いします。

評価点事後審査方式は、開札後に価格評価点と自己採点申請書により算出した評価値が最も高い落札候補者を、提出された技術資料で技術評価点の確認・審査を行い評価値を確定しますので、この技術資料に添付漏れがあった場合、該当する評価項目の点数を確認・審査することができなくなるため、提出する技術資料に漏れがないよう、ご留意願います。
